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同寺断層を追って

(その1)

恵那山トンネルから付知まで

山田直利(地質菩蒔)

1.はじめに

阿寺断層は中部地方の中央部(主として岐阜県一

部長野県)を北西～南東方向に走る大断層であり第

四紀に活動した水平ずれ断層として著名である(第1図).

これについてほ多くの研究報告のほか杉村(1973)

によるすぐれた解説書もあるので御存知の方が多いと

思う.

阿寺断層に関するこれまでの知見を私なりにまとめて

みるとつぎのように整理されるだろう.

⑧地形的には阿寺山地と美濃飛騨高原とを境する断層で延長

約60たmである.

⑧断層両側の侵食平坦面のずれから北東側(厨寺山地側)が

相対的に700～800m程度隆起したと考えられる.

⑧断層を横切って流下する飛騨川･加子母川･付知川･木曽川

荏どの流路はみかげ上この断層によって5～15kmも大

きく左ずれ状に屈曲している.

⑧木曽川に面した坂下町市街地の河岸段丘はこの断層によっ

て変位している.変位量は古い段丘ほど大きく少なくと

も2.7万年以降くり返し運動ポおこった.平均変位速度は

1,000年に3～5m(左ずれ)で重直方向の変位量(北東側

隆起)はこの値の約1/5にすぎ恋い.

⑧阿寺断層に平行してその西方約80良㎜のところを走る根尾谷

断層は濃尾地震(1891)の地震断層として知られてい

るが同じようにA級の活断層である阿寺断層にははっ

きりした歴史地震の記録が匁い.1969年の岐阜中部地

震の発生域は阿寺断層の北方延長よりやや酉にずれて

いる(松田･恒石1970).

⑧阿寺断層は白亜紀後期の濃飛流紋岩の岩体の中央部を

走っており流紋岩白身もこの方向の割れ目から噴出し

た(河田ほか1961)といわれているがまだその確証

は衣い.

このまとめからもわかるように阿寺断層による

これまでの研究はおもに地形や第四紀層を手がか

りとしておこなわれたいわば｢上からみた断層｣

｢表層部における断層｣であった.これに対して

この断層による基盤岩類の変位･変形や地質構造

との関係を究明するいわば｢内側からみた断層｣

の研究はきわめて不充分であった･

筆者は1950年代の後半から阿寺断層付近の地質調

査を開始しとくに濃飛流紋岩について所内外の多

くの協力者とともに研究をつづけてきた･また1970

～1973年度には地震予知計画の一つ｢活断層地域の

地質構造解析｣というテｰマの一環としてこの地域を

とりあげ上記の資料とあわせて1976年に｢阿寺断層

周辺地域の地質構造図｣(5万分の1)を作成した.こ

の地質図では40たmx60たmの範囲をほぼ同じ精度でカ

バｰしとくに濃飛流紋岩に関する最近の火山層序学的

研究の成果(濃飛流紋岩団体研究グルｰプ19731976

など)をとり入れたほか断層についても地質学的に

確認されたものと地形的リニアメントとを区分して表

現した.しかし時間的制約のため説明書をそえる

ことができなかった.

今回地質調査所名古屋出張所の企画による｢東海

･北陸特集号｣に寄稿を求められたのでこの機会に阿

寺断層に関する基盤地質の資料を公表し上記地質図を

利用される方の一助としたい.

つねづね筆者の研究に御支援をいただき.また今回発

表の機会を与えて下さった名古屋出張所近藤善教所長1

に心から感謝の意をささげたい.垣見俊弘･須藤定久

(地質調査所)松田時彦(地震研究所)小井土由光
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都日本濱断層分布図(松田ほか編1976)
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(岐阜大学)志津匡三(中津二中)鹿野勘次(高山

高校)の方々とは現地で討論をすることカミでき桑原

徹(名城大)杉村新(神戸大)の御二人からは貴重な

未公表資料･写真を提供して頂いた.本文中の写真は

正井義郎･山本洋一(地質調査所)の両氏におねカミいし

た.以上の方々に厚く御礼を申し上げる.

2.阿寺断層周辺地域の地質のあらまし

阿寺断層周辺のおおまかな地質図を第2図に示した.

断層の記述の前にこの地域の地質のあらましをのべて

おきたい.

古生綴(一部に中生層を含む)はいわゆる美濃帯に

属しNE-SW方向の一般構造をもっている.南東

側で領家変成帯に移化する.この地域では濃飛流紋

岩によって広くおおわれるため恵郡山南方(おもに熱

変成岩)や萩原付近(非変成)祖とに小規模に分布す

るにすぎない.

濃飛流紋岩は白亜紀後期に噴出した厚い火砕流

堆積物からなり古生層の構造を切ってNW-SE方

向にのびた分布を示している.基盤の古生層とはお

もに断層(濃飛岩体西縁断層同東縁断層桂ど)によっ

て境されるがまれに不整合関係のみられるところもあ

る.かつて石英斑岩あるいは花肉質斑岩などと

よばれて地質図で一色に塗られていたこの岩体も最

近多くの人達の協同作業によってこまかく区分される

ようになってきた.濃飛流紋岩の層序区分は岩体内

部のいくつかの層準に挾有される湖沼性堆積層に基づく

ステｰジ区分が基本であり同一ステｰジ内では岩相の

異祖る火砕流堆積物をmappingunitとして識別してい

る.第1表にかかげた層序はおもに岩体南半部で確

立されたものである.濃飛流紋岩の全層厚(積算値)

は5,000皿をこえているが実際には堆積の場の移動

(はじ｡め南から北へのち西から東へ)カミおこってい

るので個々の地域での層厚はせいぜい2,000m前後

であつだろうと思われる.阿寺断層ぞいに分布するの

はこのうちステｰジIHおよび皿に属する溶緕

↑
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第2図

阿静断層周辺地域の地質概路図

(濃飛流紋岩団体研究グルｰプ1976によ

る)

阿寺断層と直交する方向の断層はほとんど

皆略した.

凡例
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5.濃飛流紋岩
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8.美濃帯の古生層
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O;小坂
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凝灰岩とそれらに相前後する堆積岩類とである.

濃飛流紋岩にともなう貫入岩類として新株状の花闇

閃緑斑岩(一部花筒斑岩質)と岩脈状の花筒斑岩(しば

しば平行岩脈群を狂す)がある.これらの貫入時期は

か怒らずしも一定ではなくいくっかの活動時期(上記

の火砕流のステｰジ区分と関連するか?)に分けられる

見通しがあるが確定的ではない.

白亜紀末期(70～60m.y.)の後濃飛花開岩類は濃

飛岩体の南縁部(木曾川流域)から東方の領家帯にかけ

て広く分布している.その主体をなすものは伊奈

川花嵩岩(新期領家花開票)とそれより少しおくれて

おげまつ

貫入した苗木一上松花筒岩の2つである.

伊奈川花闇岩は斑状のカリ長石をもつ弱片状

粗粒の角閃石黒雲母花開閃緑岩ないし花闇岩である.

その平均化学組成はSi02=概5%平均鉱物組成は

斜長石:石英1カリ長石=40:30:30色指数は約5%

である･この地域では伊奈川花商岩のもっとも浅い

部分が露出しておりルｰフ状に濃飛流紋岩をのせそ

れに熱変成作用を与えている.

苗木一上松花筒岩は一般に伊奈川花嵩岩より優

白質で塊状の細粒～粗粒黒雲母花陶岩である.その

平均化学組成はSi02=76%平均鉱物組成は斜長石

:石英:カリ長石=25140:35色指数は約2%である.

おもに伊奈川花筒岩の北西側に分布し濃飛流紋岩より

地形的に低いところを占めそれに熱変成作用を与えて

いる･熱変成帯は濃飛岩体の中央部(下呂･小坂付

近)にまでおよんでおりこの花闇岩体がその付近にま

でつづいて地下浅処に潜在していることが予想される.

上記の酸性岩類を基盤として鮮新世(上部は更新世

前期におよぶカ)?)の瀬戸溺群がNE-SW方向

の長軸をもつ恵那盆地に堆積した.瀬戸層群はこの

地域では下位の陶土層と上位の土岐砂礫層に区分さ

れる.土岐砂礫層は一般にチャｰトの円礫に富み

旧木曾川による遠来の河川搬入物質を主とするものであ

るが付知川流域では周辺の山地から供給された濃飛流

紋岩の礫を主としている(桑原1974).土岐砂礫層の

分布は阿寺断層によってその東縁を画されている.

鮮新世末期杜いし更新世前期の火成活動として阿寺

断層地域では玄武岩とデイサイトの2つカミあげられる.

デイサイトは阿寺断層にそった地域に幅数m

～数10皿規模の岩脈として点々ξ分布しときには平

行岩脈群をなす.下呂町湯ケ峯の山頂部をつくってい

るデイサイト溶岩(下部に凝灰岩をともなう)も岩質

第1表濃飛流紋岩の煽房総括表

〔山田ほか(1971)･濃飛流紋岩団体研究グルｰプ(19731976)による〕

ステｰジ層序および岩質

1748mピｰク溶結凝灰岩(Rh)

･/

鈴ケ沢溶結凝灰岩(Rd)

千沢溶緒凝灰岩(R11)

卒塔婆山溶結凝灰岩(Rh)

･/

瀬戸川溶結凝灰岩(Rd)

黒沢病礫岩層

白川層

鮫川溶結凝灰岩(Rh)

皿/

真弓峠溶結凝灰岩(Rh)

高塚溶結凝灰岩(Rh)*

�

阿寺層*

樽ケ沢火山負礫岩層

�

夕森山潜繕凝灰岩(Rd)*

赤石溶結凝灰岩(Rh)*

τ

東俣溶結凝灰岩(Rd)*

切越峠溶締凝灰砦(Rh-Rd)

ニツ森山礫岩層

一/1篶ゑ

�

南沢山溶結凝灰岩(Rh).

角礫岩層皿

富士見台溶結凝灰岩(Rd)*

恵那山溶結凝灰岩(Rh)*

�

角礫岩層II

■

一の沢溶結凝灰岩(Rh)

黒井沢溶結凝灰岩(Rh)

戸沢層(免礫岩層I｣を含む)

層厚加

分布

=:二二11/一

斗

11王1し

引

:ニニニ;llし

::二/

ン

1訓

三1｢

Rh:流紋岩質Rd:流紋デイサイト質

辛阿専断層地域に公布するもの

はこれによく似ている.斑晶として新鮮な黒雲母と少

量の石英･斜長石およびまれに角閃石を含んでいる.

付知川ぞいの土岐砂礫層中に礫として入りまた玄武岩

溶岩におおわれる(小野沢峠南方ただし境界面は確認

してい荏い)ので土岐砂礫層堆積中がそれ以前に生

じたものと思われる.

玄載岩は阿寺断層の西側にそって坂下町から福

岡町にかけての溶岩台地を構成しそのほか岩脈とし

ても産出する.土岐砂礫層をおおいかつその礫層中

に礫として.もふくまれるので同層堆積の末期に噴出し

たと考えられる.逆転磁化を示していること(丹治ほ

か1977)K-Ar年代カミ100万年より古くないこと(柴

田･山田!977)からみてMatuyama逆転期の後期に�
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噴出したものと思われる.岩質はかんらん石玄裁岩

および普通輝石かんらん石玄武岩で久野の分類では

高アルミナ玄武岩に入る(KUN01960).

3.断鰯による破砕度の区分

岩石の破砕作用の程度(破砕度)を区分するときには

それをなるべく客観的な基準で表現することがのぞまし

い.そこで筆者は濃飛流紋岩を例にとってつぎ

のよう次4段階の破砕度区分を試みた.濃飛流紋岩の

大部分は多量の石英･長石の斑晶と強く溶結し脱ガ

ラス化した綴密な基質とからなる溶結凝灰岩である.

結晶破片に富む非溶結の凝灰岩(阿寺層など)も破砕

作用に際しての挙動は溶結凝灰岩の場合と大差が荏い.

破砕度①:岩石全体としてはひとつづきの硬岩であるが

こまかい勇断割目やそれにそう滑りが生じてい

る.

破砕度②:無数の割れ貝にそう断層粘土が形成されるとと

もに岩石全体カミ角礫化しているカミなお硬岩

の部分カミ大半を占める(写真1).

破砕度③:硬い角襟の部分か破砕による砂および粘土か

ら次る基質とほぼ等量があるいはそれ以下と

なる.

破砕度④:ほとんど粘土および砂から潅りわずかに角礫

が混在する(写真2).

花嵩岩の場合には一般に粗粒･等粒状で溶結凝灰

の基質に相当するものをもたないため破砕作用に際し

ての挙動カミ上記の例とかなり異狂るようである.と

くに石英黒雲母が粗く多量にあるため圧砕によ

る流動変形をしやすい(写真3･4).すなわち上記

の②の段階で滑り面に沿う流動変形がはじまり③の段

階で全面的に“圧砕流動岩"となり④で“粘土質岩"

となる.したがって以下の記述のなかで濃飛流紋

写真ユ断層角礫岩(破砕度②)

加子母材塞ノ神谷結晶凝尿岩(阿寺層)

岩と花騎岩とを同じ破砕度区分で表現してあるがその

実体はかなりちがっている.なお花樹斑岩および花

騎閃緑斑岩とされているものは破砕作用に際して上

記2者の中間的な性質を示しているようである.

4恵那山トンネルから木曽川へ

一同寺断層の南端部一

わが国の道路トンネルとしては最長の中央自動車道

恵郡山トンネノレ(延長8,476m)をくぐりぬけて岐阜

県側に出ると左側の車窓から平底の釜を伏世だよう

な形の恵郡山(海抜2,190m)とその山麓にひろがる

広大な扇状地(霧ケ原画)が視野一杯にとびこんでく

る(写真5).トンネルを出てしばらくの間はトンネ

ノレ内と同様最高時速40たmに制限されているせいで

まわりの景色をゆっくりたのしむことができる.道路

の両側は緩い勾配の切敢面がすっかりコンクリｰト

と緑におおわれいまではその地質をうかがい知るす

べもない･しかし筆者がたびたび屋を運んだ1972-

1973年ごろの工事鍛盛期にはこのあたりはマサ化

し粘土化した花開岩の地肌カミｰ面にさらけ出されてい

た一この部分はまさに阿寺断層南端部の強破砕帯

=異常な応力集中帯に相当している.しかし幸い

荏ことに恵那山トンネルそのものは阿寺断層からわず

かに東にはずれていたのである.

恵那山トンネルは1967年に着工し1975年3月

に貫通同年8月に開通した.中津川方(大成建設･聞

組共同企業体)と飯囲方(熊谷組･鹿島建設共同企業体)

の両方から掘りすすんだ工事は貫通までの7年半高

圧水をとも恋う断層破砕帯とのたたかいの連続であっ

た.第3図の地質断面図に記入した断層は実際に遭

遇した断層のうちのごく代表的なものを示しているに

すぎない.これらの断層は阿寺断層と異なりN-

SないしNNE-SSWの走向で垂直あるいは東側に

写真2断層角礫岩(破砕度④)

カ国子母材塞ノ神谷.結晶凝灰塔(阿寺層)�
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写真3断層面にそう流動変形を示す伊奈川花開砦(破砕度②)

中津州市細野一殿畑間(地点E)

急傾斜しているものが多い.これらは垂直方向の変

みかさせいないじ

位が顕著な逆断層(東側が隆起)で神坂断層清内路

峠断層などとよばれる.地畳状の木曾山地の西縁を画

する断層の延長である.

恵郡山トンネル出口から木曾川にかけての概略の地質

図を第4図にまたその一部分のルｰトマップを第5図

に示した.阿寺断層の末端部はクサビ状に広がり

そこで展嵐山断層釜沢断層などのNE～SW方向の

断層と交錯する.これより南方では霧ヶ原の扇状地

礫層におおわれるため阿寺断層そのものを追跡するこ

とができ校い.霧ヶ原南方から神坂峠付近にかけては

かおれ

川上断層に代表されるNE～SW方向の断層は多いが

阿寺断層方向のものばみいだされてい狂い.

ぬる

屏風山断鰯の露頭は第4図の地点A(温川

河床)で観察することができる(写真6･7).ここで

は緩傾斜の構造をもつ土岐砂礫層(温州礫層ともよば

れる)が南側の花闇閃緑斑岩(熱変成)と幅1㎜前後

の断層粘土(破砕度④)を介して接触している.花

写真4写真3と同じ露頭(やや接近)

闇閃緑斑岩は幅3～4㎜にわたって破砕度③一②の断層

角礫岩と狂っている.

阿寺断層による最強の破砕作用か観察されたのは地

点亙(細野付近)でクサビ状被砕帯のもっとも西寄り

の部分である.中央遣の切取面(写真8)でみられた

異常に幅広い断層粘土帯(みかけ上40皿以上真の幅10

㎜以上)はすべて伊奈川花開岩の破砕(破砕度③一

④)によって生じ･たものである.写真で白色部と灰

色部カミ“墨流し"状の模様で交互しているのがみられる

が白色部には花筒岩の組織が一部残存している.

つめた

地点Bの南ヵ束にあたる地点C(冷川ぞい林道

切割面)では花闇閃緑斑岩の強破砕帯(③一④)がみ

られ破砕度は西方にむかって低下する.東方はし

ばらく露頭を欠くがかなり破砕した伊奈川花筒岩(②

一③)が露出している.阿寺断層の主断層は地点B

の近くから地点Cの東側をかすめて扇状地礫層の下

にむかうらしい.

クサビ状破砕部の東部(地点n寄沢中流部)にみら

写真5

馬籠付近からみ花恵郡山(右)と富士見台(左)

中央に鑑ケ原の扇状地面カ瀦達している.�
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[■コ玄武岩溶岩E…ヨ未区分の濃飛流紋岩

綴灘翼瀬戸層群臣……富士見台溶結凝灰岩層

囲苗木一上松花嵩岩冒……謹恵那山溶結凝灰岩層

第4図阿寺断層南端部の地質図〔山田ほか(1976)

を簡略化した〕

れる断層の1例を写真9および第6図に示した.この

付近は伊奈川花嵩岩の周縁相(細粒斑状の黒雲母花開

岩)がルｰフ･ペンダントの濃飛流紋岩(富士見台溶結

凝灰岩層)と東方へゆるく傾く貫入面で接している.

第6図のスケッチにみられるように断層の上端部にの

函

囲

魎

囲

〵〰�

第5図中央自動車道恵那山トンネル中津川方脳口付近のルｰトマップ

()ている崖錐堆積物も断層によって1㎜ほど垂直にずれ

ており断層運動は崖錐堆積後にもおこ底われたらしい.

この断層は写真8に示されるようにこまかい地形の

ひだとして南南東方へ少なくとも200m以上連続し池

ヶ谷川に達しているようである.しかし花開岩と濃

飛流紋岩の境界面がほとんどずれていないことから変位

量はあまり大きくない(重直方向に10m程度かそれ以

下)と思われる.

鋤�
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上記の地点Dの北酉方にあたる地点画(細野より殿

畑へ通じる道路のペアｰピンカｰブ)では伊奈川花闇

岩(周縁相)が破砕度②程度の破砕作用をうけている

(第7図).この露頭では断層粘土をともなう乱方向

の小断層を切ってbcの方向の正断層(わずかに開

口)がみられbc方向の断層は崖錐堆積物に10～30

Cm程度の変位を与えている.崖錐堆積物をはさんで

≡写真6

落合川支流温川ぞいに露出する上

波砂礫層

薄い本節粘土層をはさみ南岳こ約

工20｡傾斜する.礫はおもにチャ

ｰト･砂岩の径2～3cInの円礫

である.

写真7写真6より約50皿南方(上流側)の逆断層(扇風山断層)

マｰの位置カ童断層粘土で木簡粘土がもみこまれている.

閃緑斑岩.

右側は土岐砂礫層.ハン

左側は強く破砕された花筒

写真9落合川支流寄沢中流(地点D)から南南東

につづく断層地形

写真8

中央道細野付近の切割(地点B)すべて伊奈川花開岩を母岩とする断層粘土で右端近くにN15.W70.Eの断層があるほか

はほとんど水平の不規則な縞模様を示す.(1973年3月10日撮影)�
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第6図

寄沢左岸(地点D)

にみられる断層のス

ケッチ

S:風化土壌

G:崖錐堆積物

Gr:伊奈川花薗岩

Ap:アプライト

F:断層精土(角礫

を含む)

B:破砕帯

･表土
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縞警察二

＼＼＼x＼･｡｡＼伊奈川花筒石
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＼汀
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第7図中津川市細野北方の道路切割リのスケッチ(地点E)

a:N1O.W35～40.Eの小断層

b:N20.W60～700Wの小断層

｡:N32～40.W70.Wの小断層

点を打った部分は崖錐堆積物中の茶褐色酸化希

少なくとも2回の断層運動カミあった点はDの場合と同

じである.

地点Eの東方の地点亙(殿畑)には写真10に示す

ような地溝状凹地が存在する.阿寺断層(水平ずれ

成分の大き柱道断層)にともなってその上盤側に形成さ

れた小規模な陥没地形の1つであろう.

地点⑭(山口村塩沢橋北塩沢川河床)では伊奈川

花筒岩の中にN35～40.W55地方向の断層破砕帯

(③一④)が幅約30m延長120皿以上にわたって露出し

阿寺断層の主断層に相当するものと思われる.

地点盟(山口村大沢川中流部)では伊奈川花陶岩中に

幅約300mにおよぶ破砕帯が存在しそのうちでも海

抜480㎜付近(東へ入る小さ荏沢の入口)には幅1m

程度のやや青味を帯びた灰白色粘土が露出している.

下流側の花開閃緑斑岩との境界(断層)はこの地点よ

り約100m西方にある.

ここで阿寺断層の追跡を一休みして南端部におけ

る変位最をみつもってみたい.

花筒閃緑斑岩(商主幾山一党天山岩体)の断鰯によ

る変位

この岩株状岩体は東西3～4km南北6～7たmの

岩体として濃飛流紋岩中に貫入しその後花陶岩に

よって貫入をうけている･これらの境界は垂直では

ないにしてもかなり急傾斜しているとみてさしつかえ

恋い.したがって岩体中央部を横切る阿寺断層によ

る一定方向のずれは垂直ずれではなく水平ずれで

なければ説明つかない.新潮被覆層をはがしたときの

おおまかな分布図(第8図)によれば岩体の北縁線

南縁線のいずれも2～3km程度の左ずれを示している.

この値は阿寺断層中央部の加子母付近で推定される6

～7k皿という変位量(後述)の半分以下であるが断

層の末端部近くにおける変位量としては相当な規模の

ものといわなければならない.

嘩丁.
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第8図

高士幾{一梵天山の花筒閃

緑斑岩岩体の阿寺断層によ

るずれ

斜線部は濃飛流紋岩白色

部は花陶岩類被覆層はす

べて省略した.

写真10南東からみ定申溝川市殿畑の地溝状凹地(地点F)�
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5.木曽川から付知川へ

木曾川から付知川までの間は阿寺断層のほぼ中央部

にあたりこれまでも多くの研究がある.とくに坂

下町市街地では河岸段丘の垂直的･水平的変位を調べ

ることによって第四紀後期における阿寺断層の活動吏

が定量的に解析されている(木曾谷第四紀研究グルｰ

プ1964;岡山1966;SUαI皿U肌&MムTsU脳1965な

ど).

写真11は国道19号線からみた坂下町市街地である.

いやさか橋(写真宥端)の下流約50～80mの間に低

位段丘礫層(西方寺中位面)におおわれて破砕された

濃飛流紋岩が露出する(第4図の地点亙).それは

有色鉱物の斑晶に富む流紋デイサイト質の溶結凝灰岩

(熱変成)でありそのうち上流側約10mの範囲は破

砕度⑪程度であるが下流側は破砕度②以上の断層角

礫岩でN25～35｡ほぼ垂直およびE-Wほぼ垂直

方向の多くの断層面が発達している.段丘面を変位さ

せた阿寺断層(坂下断層ともよばれる)による断層崖の

延長が木曾川に達する地点には基盤岩の露頭はないが

上記の濃飛流紋岩の破砕度がこの地点にむかって上昇し

ていることから基盤の最大破砕部もこの断層崖の付近

にあるとみてよいであろう.

かわうえ

坂下町市街地から川上川までの間には阿寺断層を直

接観察できるところはない(第9図).この区間の阿寺

断層(推定)は東側の粗粒黒雲母花筒岩(苗木一上松

花商岩の粗粒相いわゆる毛呂窪型)と西側の細粒黒

雲母花筒岩(同化陶岩の細粒相いわゆる苗木型)との

境界を画している.岩相からみて東側がより深部で

あり阿寺断層による東側の隆起によるものと思われる.

川上川から付知川までの間は阿寺断層は東側の苗

木一上松花開岩(細粒～粗粒)と西側の濃飛流紋岩と

のほとんど直線状の境界と放っている(第9図).こ

の付近の濃飛流紋岩は東俣溶結凝灰岩層とよばれる厚い

火砕流堆積物(ステｰジ皿第1表参照)から校ゆ有

色鉱物にとみつよい熱変成作用によりホルンフェルス

となっている､この区間の南寄りに位置する坂下町小

野沢付近のルｰトマップを第10図に示した.

地点y(道路の屈曲点の北東側)は1974年の道路工

事により断層の露頭カミあらわれ岡田･松囲(1977)

によってくわしく観察された(第11図).それによる

とこの露頭は南東から北酉にむかって破砕された

マサ状の花筒岩(破砕され角礫化した玄武岩岩脈をふく

む)F断層(幅3m以上N20.W80～85叩の断層面

を示す)砂礫層(腐植土のC14年代は27,330yBP)

クサリ礫層(土岐砂礫層または高位段丘礫層)L断層

(N30W80叩)数枚の黒色土層(12,940～4,330yBP)

をふくむ軟弱な花闇岩質の砂礫層からなる.花陶岩質

砂礫層は阿寺断層によって生じた一種の地溝状凹地に

堆積したものがその後の断層によって引きずられた

と説明されている.

地点Jに面する道路の反対側は濃飛流紋岩からなり

N40.W80℃方向の断層粘土を数多くふくむ破砕度②

一③の断層角礫岩と怒っている.したカミって阿寺断

層の主断層がほぼ道路ぞいに走ることはまちがいない

であろう.

上記の濃飛流紋岩の露頭の南方約200mのところから

黒雲母デイサイトの岩脈(N55.W60.Sの流理構造を示

す)が幅約150m､にわたって露出している.新鮮で

ほとんど破砕されていない.さらに南方の地点K

ではかなり破砕し粘土化した濃飛流紋岩の侵食面

(南西へ30～400傾斜)上に厚さ約1㎜の礫層を介して

玄武岩溶岩がのっている.玄武岩の噴出の前にすで

に破砕作用は行溶われていたわけである.

ふたたび小野沢にもどって阿寺断層を北酉に追い

鱗1

写真11国道19号よリ木曽川をへだててみた現下町市街地.黒い矢印の方向に阿寺断層カ流る自抜きの矢印付近に破砕された濃飛

流紋岩津露出.後方左より右へ上野玄武岩の台地苗木型花閨岩の丘稜松原地面毛呂窪型花筒岩の山地.�
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第9図阿寺断層中央部の地質図

〔山田ほか(1976)を簡略化した〕

かけてみよう｡小野沢から福岡町田瀬にいたる小径は

岩盤の露出がよい.地点Lには濃飛流紋岩中にN25

～40.W50～85㌦の断層面をもつ幅約1mの強破砕帯

カミあるがそれからわずか10数m東方にはアプライト

質花陶岩(破砕度①)とそれをN6ぴE5ポSの貫入面を

もって貫く黒雲母デイサイト岩脈(非破砕)が露出して

いる.第10図の北西隅からさらに約1しm北西の福

岡町宮脇東方(第8図の地点M)の河床では花開岩

と濃飛流紋岩とがN40.W65㌦の断層面で接し両側

とも破砕度⑭一④の断層角礫岩となっている.この断

層破砕帯中に黒雲母デイサイト岩脈カミN65.W35“

の貫入面をもって貫入しているが上記の例と同様新鮮

でごく軽微な破砕作用しか受けてい粗い.

以上のべたように坂下･付知間には阿寺断層によ

る破砕帯中にNW-SEまたはNE-SW方向のデイ

サイト岩脈が点々と出現するがほとんど破砕作用を

うけておらず主要な破砕作用はデイサイト貫入前に行

なわれたのであろう.

や着い呂

矢不断鰯と玄武岩岩脈阿寺断層に平行な断

層の1つに川上村川上峠付近から付知町矢平付近に

かけて走る矢不断層カミある.この地域はすべて

マサ化した苗木一上松花開岩(おもに粗粒～中粒黒雲

母花属岩)からなる｡矢平南東方の下小路谷(第9図

地点N)ではこの断層による破砕帯(破砕寧②一③)

中に玄武岩の火山角礫岩が岩脈状に貫入している(写

真12).火山角礫岩は径5cm前後の玄武岩の角礫･

亜角礫と少量の花筒岩の角礫を主とし暗灰色の凝灰質

物質で充填されている.岩脈の最大幅は約1.5mであ

るが花筒岩との境(北東側)は小規模の断層でたちき

られ延長方向に10m程で尖減する.周囲の花筒岩が

つよく破砕され粘土化しているのと対照的に岩脈の

内部はほとんど変形や破砕の影響をうけていない.こ

の火山角礫岩の成因そのものがよく分っていないが少�
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土i③
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[ア]デイサイト持派

＼圧萱目黒雲母花商岩
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唖東俣溶締凝灰岩層

二
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550500室坂下

第10図

坂下町小野沢付

近のルｰトマッ

プ

なくともその生成時期には主要恋破砕作用は終了してい

たとみることができるであろう.

付知大門の断煽崖(写真13)

阿寺断層が付知川を横断して段丘と交差するところ

が付知町大門でここに段丘を切る見事な断層崖がで

きている･この断層崖の解説は杉村(1973)にくわ

しい.断層崖の南端部(第9図の地点O)でみると

高さ約6mの崖の上部2mは礫層下部4mはマサ化し

た黒雲母花陶岩である･断層崖はほぼN50.W方向

に段丘面上につづき倉屋神社の近くで山地に入る.

おおまかにみるとこの地区の基盤は断層の東側が花

｡

�

�

�

音

N4榊A.

廠一

塵轟.

竿榊寧恥終

第11図

坂下町小野沢峠(地点J)に

おける露頭スケッチ(岡閏･

松田1976による)

A:水田撹絆土壌B:礫層C:細粒灰白亀粘土E:玄武岩岩脈F:断層(FlおよびF2は断層面GとHはそれぞ

れ断層破砕帯中のシルトおよび玄武岩)I:砂礫層J:断層K:クサリ礫層L:断層(L1およびL2は断層面M

は断層粘土)N1～10:砂礫層･露頭断面中の数字はC1壬年代測定値を示す.左下の括入図は断層面に直交する断面

に投影した断面図.�
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写真12福岡町矢平南方(地点N)における花筒岩の破砕帯(失不断層)中の玄武岩火山角礫岩の岩脈

写真13付知町大門上空から撮影した阿寺断層

(朝目新聞杜撮影杉村新氏提供)

左隅近くの峠が塞ノ神峠正面奥カ粕谷右側は付知川�
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席岩(付知川ぞい)と濃飛流紋岩(後方L11地)であり

弼側はすべて濃飛流紋岩である.

阿寺断層はこれより塞ノ神峠をへて加子母村万

賀にぬける.この区間は広い破砕帯と明瞭な断層

地形(ケルンバット･閉塞丘･断層池など)カミよく発達

する.またこの付近から阿寺断層に平行な断層の

ほかに直交または斜交する断層群も多くなる.濃飛

流紋岩を切る花闇斑岩の平行岩脈群のずれから阿寺断

層の水平変移量もが祖りたしかになってきた.そし

て下呂町付近から阿寺断層は扇状に発散しっい

に消滅してし婁う.阿寺断層にそってCu-Pb-Znの

鉱脈が点々と分布する.下呂温泉･乗政温泉なども阿

寺断層の破砕帯中から湧出している.これらは阿寺

断層北半部のおもな話題であるが紙数の関係から次

回にゆずりたい.

(つづく)
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1新刊紹介1

鉱物採集の旅九州南部繍

旅や登山を安全にしかも無駄恋く楽しむために良い案内書

は欠かせない.地学を主題の旅でも同じはずだがなか底か

適当なガイドブックがない実庸たった.その点数年前から

築地書館の手で｢日曜の地学シリｰズ｣と｢鉱物採集の旅シリ

ｰズ｣の刊行力茎始まったのはたいへんありカミたい.

さて本書は｢鉱物採集の旅シリｰズ｣の4冊めで既刊の

｢関東とその周辺｣｢四国･瀬戸内｣｢九州北部｣につづくも

のである.範囲は熊本県(松橋町豊福のコランダム荏ど3

ルｰト)大分県(三重町鷲谷の水苦土石など4ルｰト)宮

崎県(高千穂町土呂久鉱山のダンブリ石柱ど6ルｰト)鹿児

島県(栗野町王ノ山のモルデン沸石など6ルｰト)の4県をカ

バｰしそれぞれ目的とする鉱物の見わけかたと産状地質

環境採集の技法現地までの交通地図などカミ簡潔にまとめ

てある.

案内書である以上踏査は正確を求められようが本書ではそれ

カミ並や大抵の水準ではない.著者の宮久三千年(愛媛大学理

学部教授)足立當男(宮崎県立延岡高校教諭)両氏にとって

はどの産地も歩きつくしたいわぱ自分の庭である.特に大分

･宮崎県境にあたる祖母一傾連山一帯の産地についてはその感

が深い.本になるまでにはそのかげに何倍もの情報カミ割愛さ

れたことであろうか.それだけに記事の中味には正確さに

加えて充実した｢コク｣が感じとれる.

しかしこの本は｢堅い｣本でほ決して溶く小中学生でも楽

しみながら読める.その秘密は優れた専門家である両著者

にも熱心なアマチュアとしての若き目がありそしていまもな

お後進の育成に情熱を傾けておられるからであろう.序論に

あたる｢九州の鉱物はどのように調べられたか｣(客観的には

お二人の業績も当然この中に一項を設けて紹介されるべきであ

る添遠慮しておられる)や｢鉱物の分類と標本整理｣(地質

調査所九州出張所に保管されている故岡本要八郎氏の所蔵標

本についても述べられている)のなかにその一端淋よくあら

われている､

巻末には九州地方産出鉱物一覧表(北部産を含む欲をいえ

ば化学式と代表的な産地名の付記カミほしい)と索引かづけられ

ている.

著者宮久三千年恩立富男(1977年12月初版)
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